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摺曲地域の斑状岩層の問麺菅

S．A，Salun

小西　　善治訳

　“斑状岩層”と・いう術語は，1948年にA．V。Peiveが初めて提案したものであつて，主と

して酸性熔岩の地表上噴出によつて生成きれた岩層に対して名付けられたものである。この種

酸性熔岩は，中央カザスタンおよび北部Tun－Shanの古生代中期の堆積層で重要な役割を占

めている。Peiveによれば，この種岩石は，’厚層をなして広域にわたつて発達し，粗粒砕屑堆

積物と密接な関連性をもつている。　そのうえ安山岩質（剛層塩基性）組成の噴出岩が同時に

広く発達している際には，この種酸性熔岩は，堆積物組成中で卓越している。とくに興味があ

るのは，Peiveが次のことを指摘していることである。すなわち斑状岩層は，モラッセ層，帯

赤色湖成，陸成堆積物，有機源砕屑石灰岩および挾炭層を包含する準片麻岩系に属している。・

Pei∀eによれば，この種の岩石系は，正常の地向斜帯に典型的なものでなく，地下浅所に存在

する一層均質な構造をもつ短軸（brachy－sy㎎1inal）地向斜帯に特徴的に発達し，この岩層に

よつて隆起地帯と分たれている。

　Khainは，この種岩層を陸地成火山源堆積物と名付けるのが妥当であると考えている。

　カフカズ鮮新統の研究過程で求められたデータによつて，Khainは，酸性岩石、（石英粗面

岩・粗面岩プばかりでなく，塩基性岩石類（玄武岩・安山岩）およびとれに対応する凝灰岩・

角礫凝灰岩・凝灰質熔岩（イグニンブライト）を岩層の標式的memberとして考えている。

随伴岩石としては・湖成粘土・珪藻土・褐鉄鉱・礫岩等があげられる。層厚はKhainによれ

ば100m，ときには1，000mに達する。さらにPeiveのようにKhainは，この種岩層が地

・向斜地域の山問（沈降）内凹地に典型的なものと考えている。

　これよりや＼先き立つて，Strakhovは1946年地向斜地域の摺曲地帯べの転移階梯に対応す

る沈積・堆積期の地質学的履歴型、（historic＆1－geological　type）をとくに区分する必要性を強

調した。さらにこの地質学的履歴型は，正常の地向斜型に対応する海底噴火と異なり，陸地噴

火（subareal）が広範囲に発達することを示すものであると述べている。1948年に出版きれた

“地質履歴学の基礎”　（hist・rical　ge・10gy）で，Strakhovは，陸源堆積物の他の相累系とと

もに，造構運動の激しい地域に局在する陸源堆積，噴出物累系をも区分している。この種累系

の構成（層序）には，熔岩・凝灰岩・角礫凝灰岩の互層が含まれている。マグマの特性によつ

て，酸性熔岩か塩基性熔岩かが卓越しているのが認められる。岩石累系の2次的memberとし

ては，湖球堆積物が干与している。陸源性噴出堆積累系は，山間盆地（凹地）の堆積累系を随

伴し・走向に沿つて後者に遷移する。Strakhovは，上述特性から明らかなように，Peiveの

斑状岩層と類似の著しい特性を明らかにしている。

’本論文で利用きれているデータは，クラ女ノヤルスク南部および沿海州における著者の野拠

研究によるものと，主としてノ連地質学者の多数の著作から一部引用した。
、

　　　　　1・Sik血ote－alin地域の白悪紀晩期および新生代の噴出岩類

Sikhote－alinの山岳地帯では，新しい時氏（白璽紀晩期・新生代）の噴出岩層がきわめて広

栄Ca汀yH・CA・：H・PΦHp・Ba帥・pMa耳朋cK丑a刑aTblx・6汀acTe畳，H3BecT朋

　aKaπeM叩HayK　CCCP，Cep朋reo汀or四ecKaH，No．7，i957
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範囲にわたつて発達している．Solovevによれば，白塁紀晩期p新生代の噴出岩類の占める面

積は，75，000km2であつて，そのうち32，500km2は酸性熔岩で占められている。Solovevは

新期の全噴出岩類を2系に区分している。

　a）Sikhote－alin南部（白墓紀晩期，古第三系）

　石英粗面岩・石英安山岩・安山岩・石英斑岩・粉岩・粗面岩および長石斑岩で代表される。

　b）北部Sikhote－alin（新第三系，第四系）

　主として玄武岩・安山岩質玄武岩および安山岩で代表きれる。

　沿海州南部の一層詳しい火山岩の分類系に対しては，M．A．Favorskiiが提案している。

　　1）第四紀玄武岩類，層厚200m

　　2）始新世一中新世：石英粗面岩・凝灰質石英粗面岩，層厚200m

　　3）中新世一鮮新世：礫岩類・粘土・砂類

　　4）始新世；黒曜石・浮石質凝灰岩，層厚200m，花嵐閃緑岩質斑岩が貫入している。

　　5）古第三紀：安山岩，層厚500m，灰色花崩閃緑岩および赤色花崩岩が貫入している。

　　6）白墓紀晩期：斑岩，層厚1，000m，ハンレキ岩・石英閃緑岩。

　　7）白璽紀晩期：石英質斑岩・斑岩質凝灰岩・ハンレキ岩およびハンレキ質閃緑岩が貫入

　している。

　著者は火山岩質岩石累系の層序関係に関する研究を，1947～1949年に行い，その結果は本論・

文にか＼げられている。著者のデータによると，’白璽紀晩期一古第三紀の火山岩層は，・1全体と

して岩石累系を構成し，各岩石の間には，噴串の中断期が認められ，地域的には不整合関係を、

示す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

白璽紀晩期

　1．Sinacbn累層

　暗灰色・帯緑灰色・帯赤灰色・褐色の輝石・角閃石粉岩・斜長石粉岩からなり，そのなかに

凝灰質角礫岩・凝灰質砂岩・層灰岩の層間層およびレンズが挾在している．　層厚300～500m

である。

　2，漸　新　統

　　a）斜長石斑岩層：暗灰色・帯緑灰色・暗緑色，斜長石斑岩類および石英斑状岩頬で代表

，され，ネバダ岩質凝灰岩および珪化層灰岩を挾む。層厚300乍700m。

　　b）曹長質斑岩層：淡灰色・黄灰色・帯藤灰色の曹長石質斑岩・石英質曹長石斑岩・層灰

　岩層，層厚100～150m。

　　c）右英斑状岩層：灰色・緑灰色・帯藤灰色・肉桂灰色の石英斑岩・黒雲母の斑状分結物・

　凝灰岩を伴なう。層厚200～400m。

　　d）長石斑岩層：灰色免緑灰色・帯灰すみれ色の長石斑岩・石英斑岩・石英斑岩質凝灰岩

　からなり，その基底には，凝灰角礫岩，凝灰質砂岩が存在する。層厚150～250m。

古　第　三　系
／

3．　Temeisk統

　a）粉岩層：暗灰色・緑灰色・暗緑色の角閃石粉岩からなる．層厚400～800m。

　b）安山岩層：暗灰色・暗緑色の安山岩および安山岩質凝灰岩からなる．層厚300～700m。

4．珪長質石英粗面岩層

　a）下部火山岩層：黒色‘赤色一・暗緑色・黒曜石の松脂岩・tuff－lava・からなり，黄色・

灰色層灰岩の薄層を挾む。層厚200～500m。

　b）Tadushin層：礫・砂・粘土層・凝灰岩・0ρoka（多孔質珪質岩石）・褐炭からなり，

植物化石・Sequoia垣ngsdor五i　Heer，S。chinensis　Endo（始新世～鮮新世）を産する。
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層厚100～200m。

c）　上部火山岩層：淡灰色・淡黄色・帯灰緑色の石英粗面岩・石英粗面岩質凝灰岩からな

る。層厚200～500m。

新第三系
5，Sikhote－alin統

　煉瓦色凝灰岩と互層をなす灰緑色・暗緑色の緻密質安山岩・安山岩質玄武岩からなる。見掛

層厚100～300m。

　．1つの累層・層群も普遍的に分布していない．全累層・層群は，層厚ならびに組成が相対的

に不安定であることで特徴付けられる。

　組成，層序の構造，岩相変化，各層ならびに全累系の存在（発達）條件の研究によつて，次

のような結論が求められている。

　酸性火山岩の平均総層厚は1，650m，塩基性，中性火山岩は1，600mである。火山源岩層と

互層をなす水成岩の層厚は250mを超えない。

　塩基性，中性火山岩類は主として熔岩類で代表きれ，そのうち安山岩と安山岩質玄武岩類

（60％）が主要な役割を占めている。次で粉岩（角閃石質・輝石質・斜長石質）である。主要組

成の地層中では，凝灰岩・凝灰角礫岩・凝灰質砂岩は，所によつてはその層厚が各累層の総層

厚の半ばに達することがあるが，一般には従属的位置を占めている。反対に酸性火山岩中では，

砕屑岩層は噴出岩に著しく卓越しているのが観察されている。普通の岩屑，晶質砕屑凝灰岩お

よび凝灰角礫岩とともに，tuff－1ava（ignimbrite）が広域に分布している。したがつて石英斑

岩・長石斑岩』角斑岩で代表される固有の熔岩類は，酸性組成の地層の全層厚の20～25％以

下である。

　噴出地表條件を示す明瞭なindicatorは確認きれていない。、間接のindicatorによつて炭化

植物の砕屑片が凝灰岩中に広く分布しているのが指摘きれている。次で海底噴出の争う余地の

ないindicator一粉岩中に発達する枕状節理および挿間層灰岩一が認められている。

　全地層は例外なく，Sikhote－ahnの主分水嶺地帯で薄化一ドーム状隆起の軸部一し，日本海

沿岸地域一同一一隆起地域の東翼一で肥大するのが認められている。例えばSinachin層群の

層厚は西方から東方にかけて300∫nから500mに肥大する・Orgin層群は600m，から1，200m

まで，Temei層群は400mから1，500mまでそれぞれ層厚を増している。

　累系の層厚肥大は，各層群および挿間層の厚さの増加によつて起つているが，きらにまた地

層層序の間に新しい挿間層が出現，して，層厚が増大している。この種の挿聞層中で主要な役割

を占める地層は，凝灰質砂岩・層灰岩・珪質岩類からなつている。

　火山岩石累系の層序の構造には，特異な輪廻性が認められている。この種の輪廻性が存在す

るのは，層序が塩基性岩石類（Sinac出n層群，Temei層群）から始まつて酸性岩石類（Orgin

層群，Felzo　luparitov層群）に終る数memberに区分きれるので明らかであお。Sikhote－

alinの安由岩・玄武岩に関しては，S。P．Solovevが推定しているよ‘うに，一層新しい時代に

生成きれ弛他の岩石累系に入れられるようである。

　と くに興味があるのは，上述の火山源岩石累系がいわゆる沿海州花崩岩状岩石類の貫入と，

きわめて明白な会合関係一時間的・空間的一を示してい1ることである。　この種の岩石類に

M・A・Favorskii・F・Shinwlinおよびその他Φ研究者が記載し，広範囲にわたる火成岩類一

ハンレキ岩，ハンレキ花崩閃緑岩から石英モ1ンゾニ岩にわたり．，黒雲母花闘唐・角閃石花嵐岩

が卓越的に発達している一で代表きれる。沿海州花崩岩状岩石類は，様々な大ききの岩株，貫

入岩体，餅盤および多数の岩脈を形成し，Orgin層群およびTemei層群の岩石類ならびに

一層古期の地層を切つている。したがつて貫入岩の形成は長期間にわたつて行われたことを示

している。
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　MA・Favorskiiによれば，Temei層群と一部分，Felzo　luparitov層群を被覆する熔岩流

の生成時期と一致する3貫入相が区別できると考えている。他の研究者一筆者もこの見解にぞ

くしている一は，3相でなく，少なくとも5貫入相が起り，Orgin層群およびSinαchin層

群の生成期に対応する貫入岩累系の生成期が区別できると推定している。

　きわめて興味があるのは，火山源累系のmember中に入れられる岩石類の賦存條件である。

まず第一に注目すべき現象は，火山源累系と古生代後期および白璽紀の下部摺曲岩石類系とを

分つきわめて明確な斜走不整合関係が存在することである。不整合面の角度はしばしば90～

120。に達することがある。したがつて走向にも不一致がきわめて明確にみられる。火山源累

系の岩石類は一般に緩傾斜で存在しているのが特色となつている。すなわち。Sikhote－alinの

主分水嶺地帯ではほとんど水平に近い状態を示している。しかしSi盛ote－alinの東斜面，と

　　しくに日本沿岸に直接する地帯では，緩傾斜岩層は広域にわたつて錯雑化し，緩やかなドーム状

・テラス状隆起地帯とU状沈降凹地とを形成している。隆起地帯と沈降凹地帯の延長は10km

にわたり，その卑雌体構造の翼部の傾斜は，、15～20Q以下であるが，海岸の直接する地帯のみ

は，一層強烈な擾乱作用を蒙り，地域的には，急傾斜の翼部をもつ急傾斜級曲構造（closed

fold）が形成されている。

　他方においては，造構運動成裂罐，断層，衝上げが広域に発達しているのが常に認められる。

この種地体構造の発生と分布状態とはP　Sikhote－alinにみられるドーム構璋かあるいは脊斜状

隆起または向斜状沈降凹地かの生成と関連性がある。

、

2．Minusinsk凹地およびその周辺の岩石層を構成する

　　　　　シルル紀晩期・デボン紀の噴出岩

　シルル紀晩期・デボン紀初期には，Minusinsk凹地およびその周迦一まず第一にイヅネッ

ツアルタイおよび西部Saianをあげる必要がある一の岩石層中には，この地域がきわめて●強

烈な火山活動の活舞台であつたことが認められる。したがつてこの地域では，組成が多様で複

雑な容貌を呈する厚層の火山源岩石累系が形成されている。こ．の種岩石累系の層序区分はきわ

めて困難である。しかし最近N．A．BeHakov，V．S．Mele忌hchenko，G．1・Teodorovich，

B．N．Kracinikovおよび多数の研究者の研究によつて，層序区分問腹の解決はある程度の成

功をおきめている。クラス，ヤルスク地域南部の火山源岩石層の層序は，現在次のように区分

きれている。

　　　　　　　　　　　　　　上部シルル系

　1。Usin凹地の噴出岩層

　下部は灰緑色・帯緑色・暗緑色の粉岩・安山岩類・安山岩質凝灰岩からなつている。上部は

バラ色・帯赤色・帯黒色・帯肉桂色の石英斑岩類・長石斑岩類・角斑岩からなつている。総層

厚は1，500～2，000mであつて，北東Tuv段に発達するAlash累層とかりに対比きれている。

下部デボン系

　2．Chelan統
　a）砂質礫岩層　（Abakan河の中流ではUST－Matwr層，Tubiho－Sudinの山問地域で

はTerekhtin層と名付けられている）は帯緑灰色・帯黄灰色・帯赤灰色の赤色礫岩・砂岩・

游泥岩類・珪質粘土岩類からなり，．その層厚は200～400m　（Tubino－Sudin　山間河地域，

Uibatskii山頂）から　1・200～1・500m1（西部Saian・Avakan河の流域の盆地球向斜凹地地

帯）にわたる著しい変化を示す。多くの地域では，Asteroxylon　elberfeldense’の遺骸が確認

されている。

　b）Kh＆radzhu1層（Chelan統）は，灰色・帯緑灰色・帯灰緑色・帯灰肉桂色，ときには

赤褐色の粉岩（輝石質，「角閃石質，ラブラドライト質，中性長石質）が主となり，しばしば杏
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仁状構造をもつが，ときには枕状構造を示し，赤色凝灰岩・凝灰質砂岩・凝灰質游泥岩・凝灰

角礫岩と互層をなしている。地域的には，その上部は，帯赤肉桂色長石斑岩・松脂岩が卓越し

．ていることがある。層厚は1，500mから3，・000mにわたる。

　c）Imek層は，Avakan河の流域にだけ確認きれている。この種地層ば，凝灰質砂岩と

　粘土質石灰岩（層厚100～150m）と互層をなす珪長岩で代表きれる。　Tubino－Sudin山間

　河地域ではかり にこの地層が区分されている。この地域では，帯灰バラ色，帯灰肉桂色珪長

　質斑岩類が発達し，その層厚は300m以下である。

’中部デボン紀

　3．Tashtupsk統
　　a）Tolochkov層は，Minusinskの南西部地域のみが区分きれている。この地域では，

　帯赤色砂岩と游泥岩とが互層をなし，堆積輪廻相が明瞭に認められる。この層中にも，礫

　岩・礫層・泥灰岩が数枚挾まつている・層厚・1・500卑以下である・

　　b）Tash倣psk層は石灰岩・泥灰岩からなり，そのなかには多数のIAcrospirifer　sub－

　gregariusを産出する。前層と同様にMinusinsk地域の南東部でのみ区分きれている。層

　厚は100～200mに達し，その生成年代は，’Eife1（D21）と同定きれている。

　4． Avakan層
　Mi亘usinsk凹地の南西部では，、本層は，Tashtupsk統に整合に重なb，．凝灰岩・凝灰角礫岩

と互層をなす角閃石質，ラブラトライト質，安山岩質粉岩がらなつている．総層厚は1，500m

以下である。Nivatsk，山脈の南斜面では，合vakan層は，Chelan統に平行不整合に重なり，花

嵩岩状岩石が貫入している．この地帯では，Avakan層は，帯赤色礫岩・凝灰角礫岩・砂岩・

凝灰質砂岩からなり，そのなかに石灰岩のレンズを挾んでいる。本層は長石斑岩および長石斑

，岩質凝灰岩で覆われている。総層厚は・200mから700mである。Tuba紅よびSudinの2河

川の流域では，Avakan層は，帯灰バラ色，帯灰肉桂色，藤色長石斑岩，長石珪岩質凝灰岩で

代表きれ，層厚は100～300mである。地域的には，その上部にカンラン石質玄武岩が認めら

れている。’

　Avakan層の生成年代は，Zhivetsk階の初期にあたつている．

　Usin凹地に発達する噴出岩層は，西部Sai磁地域にだけ確認されている。Tashtupsk層と

Tolochkov層とが区分きれているのは・Mlnusinsk凹地の南西部地域だけである・Avakan

層は，西部．Saianでは欠失している。ζの地域（西部Saian）では， 下部デボン系が最も広

域に分布し，好露出が認められる。

　この地域の露出を部分的に比較すると，酸性噴出岩と塩基性噴出岩との量的関係には規則性

がみられな硫ことを示している。例えば，西部Saianの盆地状地向斜地帯では，この比は2：、

1で酸性岩石類が卓越しているが，他の全露出地帯では塩基性，中性岩石類が多量を占めてい

る（Mimsinsk凹地では2：1，Batenevsk地帯およびUibat山脈では6：1である）。し

たがつて負地形あるいは正地形と層序の位置座標とにみられる相関関係の変俺にも，なんらの

規則性が認められない。

　噴出岩に随伴する帯赤色岩石層は岩相が異なつている点において間題である。この種の岩石

層の層厚は，Minusinsk凹地の南西部の最沈降地帯では2，500mに達し，Uibat山脈および

Batenevsk山脈地帯では，250～300mに薄化している。これらの地域に発達する噴出岩層（1，750

mから3，000mまで）および噴出岩累系（1，750mから3，000mまで）の総層厚も，この状態

に対応して変化し，Sikhote－alin山脈の斑岩累層にみられるような現象が認められる。

　全露出地域にみられる塩基性，中性噴出岩類は，主として熔岩類（60～70％）で代表きれ，

そのうちでは，輝石質，角閃石質，斜長石質粉岩および安山岩類が卓越し』ている。この種φ岩

石類は，厚さL5～2mから8～10mにわたる熔岩流一比較的延長のきく一を形成し，凝

灰岩・凝灰質角礫岩・凝灰質砂岩層と互層をなしている．
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　酸性噴出岩類では，凝灰岩とtufHavaが卓越していお。固有の熔岩類は，石英・珪長石質

斑岩類で代表きれ，、まれには長石斑岩がみられる。

　噴出岩層の層序を検討すると新しい時代に生成されたSikhote－alinの噴出岩層でみられる

のと類似の輪廻相が累層中に出現している。Batenevsk山脈Uibat山脈の最も単純な構成を

示す層序は，塩基性熔岩で始まり，酸性熔岩で終つている。Minusinskの北東部の地層層序に

は，次輪廻の基底を代表ずるAvakan層のカンラン玄武岩が輪廻相中に出現している。西部

Saianの盆地状地向斜帯では，下部噴出岩層に対応する一層古期の輪廻相が認められる。この

輪琿相は，粉岩類・安山岩類から始まつて石英斑岩・珪長石斑岩で終わつている。

　最も興味ある現象は，Avakan累層の噴出岩層の構造に現われている．一層小規模の輪廻

　（現象）相である。Av誼an川の右岸Monok川河口地域には，次のような組成をもつ小輪廻

の互層を確認している。

　　1）　凝灰角礫岩（または凝灰礫岩）；膠結組成によれば粉岩に対応する・層厚1～L5m・

　　2）粉岩（輝石質または輝石角閃質）＝塊状をなし，その色調は緑色または帯肉桂灰色を

　呈する。層厚2～3mである。

　　3）　安山岩：色調は淡緑灰色である。層厚0．8～L2m

　　4）　凝灰質砂岩（ときには，石灰質砂岩・泥灰岩・泥灰質石灰岩）：層厚0．2～0。4m。

　Minusinsk凹地に発達ずる古生代中期の火山源岩石累系は，ある種の成層ときわめて密接な

会合（共生ア関係が認められる。　この種の成層は，いわゆる、モラッセ層の特性をもつ赤色湖

成，陸成層と花騒岩状貫入体からなつている。斑岩相層とモラジセ的赤色堆積層との相互関係

にみられる特性は，特定の地層層序を対比すればきわめて明確に捕捉きれる。この種の相関関

係は砕屑岩石層が沈降地帯で斑岩層と互層をなし，脊斜構造の翼部で尖滅することに帰する。

このような粉岩層と砕屑岩層との（岩相）交代現象は，走向方向に起り，向斜構造地帯にふた

たび現われている。

　西部SaianのDjoisk花巌岩Ubat山脈のSirsk貫入岩，　Irbin深成貫入岩体および

Tu専ino－Sudin山聞川流域の他の多くの貫入岩体に属する上述の貫入岩系の生成年代は，デボ

ン紀初期，一部はデボン紀中期と決定されている。これは，この種貫入岩体の大部分がChelan

統の岩石中に貫入するとともに，Chelan統にみられる岩石の破屑片がAvakan思の岩石中・に

捕獲きれているからである。

　この種の斑岩層の賦存條件，とくにその擾乱度に関しては，Sikhote－alinの火山源累系とき

わめて近似している。すなわち巨脊斜構造（西部Saian，Uibat，Batenevsk，ドーム状隆起）

の隆起部はきわめて緩やかな傾斜を示し，局部的には，水平状をなす。さらに噴出岩層は，隆

起帯と沈降帯とを形成し，多数の裂罐が発達して錯雑化している。

　ドーム状隆起地帯の翼部に1串噴出岩・凝灰岩が主として単斜状に発達している。傾斜免は

20～30。に達する。

　最も複雑な擾乱現象は，Minusinskの南西部の沈降凹地帯，とくに巨破砕帯　一Minusinsk

凹地と西部Saian地帯とを分つ一1に直接する地帯で認められる。この地帯では，Chelan統と

Tashtupsk統の岩石には，急傾斜級曲が形成され，翼部の傾斜は』70～90。に達し・とき鱒は

転倒現象が認められることがある。しかし摺曲中には，片状構造，断裂壁開の形成がみられな

い。さらに葉状構造を欠失している。

　火山源岩石累系の発達條件の特性は，基底面にみられる明白な斜走不整合現象を考慮に入れ

なければ充分に解明できないであろう．このような不整合は，広域的性質をもち，造構造運動

．のきわめて重大な変化を脊景に』して発生したものである。

3．交献データによる斑岩相層の分布について

上途σ）2火山源岩石累系を比較すると，相違とともに次のような類似性をもつていることが
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　　　　　　　　　地質調査所丹報（第9巻第8号）

　　　　　　　　、明らカ〉と、なる。

　1）広域にわたつて分布し，・その面積は1万～10万km2に達する。

　2）　塩基性，中性噴出岩と酸性噴出岩が同時（様々な相関関係を示す）に存在するが，前

者では熔岩，後者では凝灰岩で卓越している。

　、3）地層層序にみられる・輪廻相には吋定の構成成分が存在する。

　4）　著しい層厚をもち，1，000mに達する。しかし，脊斜構造の隆起部では薄化し，同一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　構造の翼部では肥大する傾向がみられる。

　5）花歯状貫入岩体と密接な共生（会合）関係を示す。

　◎）　引張性擾乱が広域にわたつて発達している場合には，摺曲の発達度は弱い。

　7）広域にわたつてきわめて明確な斜走不整合がみられ，火山源岩石累系はこの不整合面

　によつて一層古期の地向斜堆積層と分かれ，造構運動を脊景とするきわめて重要な地塊の変

　化を伴なつている。　　　　F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　この種の諸現象は，斑岩相層の区分にあたつて鍵層となつている中央カザスタンのデボン紀

火山源岩石層の固有な現象となつている。現象の類似性は，単層の形成條件，とくに造構運動

の類似性を確かに示すものである。したがつて上述の諸現象（indicαtor）を統合化すれば，単

層（formati・n）を充分特色付けられる。きらに地質文献中に記載きれてある若千の火山源岩

石相系も，斑岩相層に分類するみちが開かれるであろう。斑岩相層は，文献では充分知られて，

いないが，ソ連の各地にきわめて広域に分布する単相であることが考えられる。、

　現在の東部アジアの地向斜地域内では，斑岩相層には，カムチヤッカ半島の現世，一部鮮新

世の熔岩類が属するようである。

　ソ連の南東部のアルプス摺曲地域では，ザカルパチヤ，大カフカズおよび小カフカズで斑岩

相層に出会する。この地域に発達する斑岩相層の生成期は，新第三紀であるが，まれには後鮮

新世のものがある。

　Transilvani凹地に発達する斑岩相層の生成初期は，トルトン階にあたつている。　これは

Solotvinsk凹地帯のトルトン統の基底に2～3枚の石英安山岩質凝灰岩が挾在していることで

裏付けられる。Arfold凹地の酸性凝灰岩，熔岩類はトルトン統の上部にあたつている。本層

の下部には，サルマアトイ階初期の挾炭層が存在し，その上部には，VugQrlat－Gutin山脈の

基盤を構成する安山岩・石英安山岩・t雌一lava質角礫岩の厚い累層が重なつている。火山源

岩相層の地層層序は・Vugorlat－Gutin山脈の同ッ累層の上部を構成する鮮新世の安山岩質玄

武岩と玄武岩で終わつている。

　カフカズの鮮新世または後鮮新世の斑岩相層は，安山岩・石英粗面岩・凝灰岩からなり，そ

の厚き5QOmに達し，ElbmsからAragr，Terek地域にわたる。ほとんど250kmの地域に発

達している。小カフカズのAagotus山附近でも，安山岩類・石英安山岩類・石英粗面岩類・

玄武岩類からなる同時期の斑岩相層がみられる。

　さらに極東およびソ連の北東地域の著しい部分を占める白垂紀摺曲地帯では，斑岩相層が広

域に発達している。上述のSikhote－alinの白墓紀後期および新生代噴出岩以外に，Arazeisk，

Iukagir両台地，Polouusn，Tas－khaiakh　Takhの両山脈およびその他の地点に残存している

白i璽紀噴出岩（酸性凝灰岩・熔岩類・層灰岩類）も，斑岩相層に入れられる。Arazeisk台地

Arga，Tas山脈ジユラ紀の火山源岩石層が斑岩相層に属しているζとは疑閥の余地がない。

三畳系および古生層に不整合に覆う火山源岩石層は，球状構造の安山岩質熔岩類・粉岩・玄武

岩・玄武岩質凝灰岩からなり，緩傾斜の成層を形成し，・総層厚1，200mである。その上位層

（厚きL300m）1ヰ凝灰岩・層灰岩からなり，少量の安山岩類・粉岩類・斑岩類が挾在している。

』さらにその上部には・雛凝灰岩と斑岩類・長石斑岩・石英甑岩・粗面岩からなる熔岩流

とが交互層を形成しているのが認められる（総層厚700m）。すべてこめ種累層の生成期は，

ライアス世後期と考えられている。Batskii堆積物は安山岩質凝灰岩・層灰岩累層で代表きれ，
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層厚約400mである。地層層序は，凝灰岩・層灰岩・凝灰質角礫岩層と互層をなす安山岩類・

粉岩層で終わつている。生成年代は中部ジユラ紀後期および上部ジユラ紀前期鱒あたつてい

る。

　ウラル，シビリスク摺曲地帯には，斑岩相層が相当広く分布している。この地帯では，シル

ル紀からジユラ紀にわたつて噴出した斑岩流が注目をひいているq

　デボン紀の斑岩相層の好例は，すでに述べたMinusinsk凹地の噴出岩以外に明確な2層員

（構成）からなる北部カザスタンのデボン紀の火山源岩石累系があげられる。本累系の下部層員

．はデボン紀前期の安山岩質粉岩・安山岩からなり，上部層員は，デボン紀中期の曹長石斑岩，

石英斑岩からなつているg　Tenizsk・i凹地では，この種の火山源岩石層の総層厚は3，000mに

達している。Kalbin山脈（Sardzhalsk層）およびRudnui　Altai（噴出　凝灰質層）の斑岩相

層の生成年代は石炭紀晩期かあるいは一層新しい時代であると考えられている。この種の単層

は主として安山岩質岩石からなり，Kalbin花嵩状岩石系と密接な関連性が認められている。

　ザバィカ，ルの火山源者石層は，膨大な地域を占め，その組成構造がきわめて複雑である。生

成年代も，M．S．Mgibinaのデ・一タによれば，西部では古生代晩期，東部ザバィカルではジ

ユラ紀後期にわたつている。さらに中央ザバ’イカルに発達する火山源岩石層は，二畳紀全期，

三畳紀全期とジユラ紀のほとんど全期にわたつて形成きれたものである。

　最近Russkii　Plate－fo士mを覆う古期堆積岩中で∫斑岩相層にきわめて類似する地層が明ら

かにきれているl　Kaluzhsk隆起地帯では基盤の結晶片岩と中部デボン系との間に安山岩と安

山岩質凝灰岩との薄層の互層が挾在している。Berst地域では，噴出凝灰源層一動物群で同

定されている下部カンブリヤ系の下部一が認められている。

　斑岩相層に属する火山源岩石累系の総数は，外国の実例をあげれば，簡単にふえるであろ

う。例えば二手一ジ冨ランドの有名な流紋岩，アラスカ，、コルデイラ山脈，メキシコの新期噴

出岩類，西部ヲーロッパの内陸凹地の古生代晩期の噴出岩類があげられる。しかし，これらの

斑岩相層を詳細に記述するのは，本論卒中課題の枠をでる。したがつてこ＼では，上述の諸記

載の結論として次のような興味ある現象を指摘しておこう。すなわち斑岩相層の生成年代が古

ければ，　（中生代中期より古期の場合）造構運動を脊景とする本質的な変化を蒙らずに，常に

赤色湖成，陸成層，一砕屑成有機源石灰岩，クルム層，挾炭層等からなる一で覆われている。

しかし斑岩相層が一層後期の地質年代に形成された場合には，規則通りに水成堆積物質被覆層

を欠失している。

4．　斑岩相層の生成條件とその生成機構

　すでに述べたように組成，層厚，層序構造特性，分布面積の大きき等の斑岩相層の主指標は

単層の生成條件，第一・に造構運動條件を明白に示している。

　斑岩相層の生成の造構運動的條件とはいかなることを意味するのであるか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　多くのデータを総合すると相当高い精度で次のことが考えられる。すなわち斑岩相層の大多

数は，多数の花嵩岩状岩石類の貫入岩体の生成期と同様に，地向斜帯における堆積の沈積終了

後にか，あるいは摺曲基盤の構造が形づくられてから形成きれたことが推定できる。いま地殼

を構成する花崩岩質殼が地向斜の発達過程で形成きれるという仮説が認められるならば，斑岩

相層　（それに随伴する貫入花崩岩状岩石相のように）’は1花歯岩殻の下部構造階　（lower

structural　level）一摺曲基盤一の形成後に生成きれたことが確認きれる。この結論1訂1）斑岩

相層の基底部に著しい斜走不整合がみられること，（2）造構運動を背景として起る著しい地殼

の変動に伴なう地層の不整合現象の存在するぐと，（3）斑岩相層の地体構造がもつ特定の特性

等に基づくものである。さらに先在斑岩相層数中で最も新しい地質時代に形成された均層が，

地向斜帯における堆積沈積作用および地向斜様式一般の消滅階梯に対応するモラッセの容相を

呈するこ とは見逃せない。上述の諸例ではモラッセ層はSikhote－alinのP4rti名an累層（Cr2
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enmtt）および西部SaianのShishtuk層（S21d）と上部monok累層である。

　しかし他方において，斑岩相層が地向斜地帯の全領域にわたって，地向斜様式の消滅後にの

み形成きれるものと考えるのは正しくないであろう。前章で述べたデータによれば，任意の地

向斜地域には，長時間にわたつて，斑岩相層に対応する噴出，火山作用の発達に好ましい條件
』
が
存
在 していたことが推定きれる。この條件は，初期に凝固作用を受けた地域（中央地塊）か

ら地向斜様式の消滅がおくれている地域（残存沈降凹地帯）へ遂次伝播する。

　調査データによれば，正の構造要素（ドーム状隆起）が隆起し，負の構造要素（凹地）が反

対に沈降する際には，噴出岩相は強烈な分化造構運動（diEerencial　tectonic　movement）の條

件で生成されることを裏付け七いる。この状態は，ド㌣ム状隆起地帯の翼部で火山源岩石累系

の厚きが肥大し，沈降凹地で薄化するとともに隆起地帯のドーム状部分では堆積岩の挿間層，

薄層がほとんどみられない原因となつている。すなわちこの状態のために，斑岩相層の噴出，

生成の典型的な，かつ卓越せる形成作因として，陸地爆発噴出現象を考えることができない．

これは山間沈降凹地の（峰件）環境でか，あるいは海底噴出産物かにしばしば出会することで

も明らかである。

　調査データによれぼ，斑岩相の火山源岩石層は，普通2千～5千万年のオーダに対応する著

しい地質時聞にわたつて各地域に生成されたことを示しているもしたがつていわゆる好ましい

作用過程條件がきわめて長い地質時間に保持されることが推定される。

　最も複雑な問題は，斑岩質噴出ならびに花嵩岩状岩石の貫入の源泉となる々グマの溜りの性

質と状態に関する問題である。、この問題を検討するだめには，マグマの溜りと地表面とを連絡

する火道，上昇通路の特性および噴出岩石層の形成機構に関する明確な概念をもつことが必要

である。

　いま斑岩相層の占めてい、る面積と，酸性，中性熔岩の粘性度に関する周知のデータとを比較

すると，斑岩相層を構成するあらゆる岩石塊が中央噴出型か，あるいは裂罐噴出型の単一な噴

出機構（apparatus）一きわめて大きなものであつても一による火山活動の産物ではないとい

う仮定が当然考えられるはずである。この仮設は主として凝灰岩・凝灰角礫岩で代表きれる酸

性岩石類にはとくにあてはまるようである。この種岩石類は，延長，、層厚については多少持続

性をもつ被覆層を形成し，きわめて限られた範囲では，熔岩流の形をとつている。

　現在自由に使えるデータによれば，現実に斑岩相層の発達する地域では，2型の小噴出機構

の残骸が広域に分布しているごとを示している。

　第一の噴出型は1円筒状型態（またそれに近い）の火道の遺骸で代表きれる。この例として

はNov＆ia，TaignからTetiv川に遡つて2，km、の地点の左岸に露出するneckがあげられ

る。neckは径140～150mであって規則正しい帯状構造をもち，内帯，・外帯からなつている。

　・外帯はリング状型態（径30～40m）を示し，淡灰色あるいは淡黄灰色の酸性凝灰岩からな

つている。この種凝灰岩中には火山ハリの砕屑片および周辺岩石　（主として白要紀後期の

Partizan層の粗粒砂岩）類とが多量に含まれている。膠結物質は，石英と（まれには）酸性斜

長石との斑状分結物からなる酸性火山ハリである。さらに凝灰岩中には，接触変質作用の影響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ，の跡が認められないPartizan層の砂岩，游泥岩の巨塊（直径10m以下）が存在している。

凝灰岩は淡灰色珪長斑岩岩脈で切られてい蕎。．

　内帯は，径60mに達し陶汰作用は全く蒙つてない噴出巨角礫一粒径0，05～0．1から3～4

m一からなつている。この種角礫は周辺岩石～珪長岩，酸性凝灰岩の多様な型聾を示す巨屑砕

片から構成きれている凝灰岩源物質で膠結きれている。凝灰岩源物質の含量は著しし～変化を示

す。この種の膠結物質の含量の特に高いのは内帯の北部である。 さらにこの北部では，巨捕虜

岩を形成するchert状砂岩が認められる。この種砂岩には，凝灰岩源物質が注入（inject）さ

れている。

　類似の遜出相単層は，Arzamo怠ov温泉の噴出口の下流1kmのTetukhe川の河谷，・Alk・v
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温泉（Sinancha川の右支流，hudzdkhe川の右支流群）およびその他地点に露出している．

したがつて噴出岩相層の分布は，当然，沿海州地域の範囲1内に限られていない。

　多くのneckがクラスノヤルスク地方の南部に知られている。この地域のneck例としで

は，いわゆる上部Monok層一同名村でAvakan川に合するMonok川の左支流のPolitor

温泉の上流地帯に発達する二の岩石を切るneckがあげられる。本neckは3帯からなる。

内帯は珪長岩（径8m），中間帯は，ハリ質，砕屑質，安山岩質凝灰岩（径5m）からそれぞれ

なり，内外帯は，、径約15mであつて，凝灰角礫岩で充填され，周辺岩石の捕虜岩を多数含んで

いる。この種捕虜岩中に存在する白雲岩化石灰岩は1再結晶作用を蒙り，帯淡バラ色および帯

・緑色あ色調を呈し，接触変質作用の影響を示している。

　この種neckは，その構造中に珪長岩質組成の岩石類と安山岩質組成の岩石が共存している

のできわめて興味がある。こ＼で，円筒形状型態のneckは，安山岩質熔岩ならびに酸性熔岩

の特徴となつていることを指摘しておく必要がある。みごとな安山岩質neckはBeik川右岸

の分水嶺Tetukhe川の河谷の左斜面，Inzu川の河流およびその他の地点にみられる・

　火道の他型の遺体ば‘・所謂仮性岩脈”様砕屑状成層からなる岩脈状物体である。Tetukhe川

中流，同川左岸の露頭には，延長600mにわたつて，白璽紀後期のPartizan層の褐色砂岩・游

泥岩が露出し，黄灰色凝灰岩からなる5“岩脈1ンが貫入している。“岩脈”の厚さは0．5【一2m

である。凝灰岩は，石英・カリ長石・砂岩・游泥岩砕屑物からなり，酸性ハリで膠結されてい

るが，そのなかには，．所によつて灰質部分の輪郭が識別できることがある。‘‘岩脈”は周辺岩

石と一致する走向ならび傾斜をもつているが，凝灰岩と砂岩との接触部では，凝灰岩が微割れ

目に沿つて砂岩南に押し入つて定着した跡が認められる。Gorubushi川右岸（Tetukheの左支

流）の露頭では，酸性凝灰岩からなる“岩脈”が露出している。この種凝灰岩の60～70％は，

石英・カリ長石・酸性斜長岩・砂岩・石灰岩・珪質頁岩ふらなつている。膠結物は，酸性ハリ

で流動構造（flow　texture）が明らかに認められ，．さらに所によつては，灰質部分が膠結物申

に識別される。

　類似の仮岩脈は安山岩組成の岩石でつくられていることがある。方解石に富む安山岩質凝灰

岩からなる小岩脈群はBatenevsk山脈の南部　（クラスノヤノレスク地方）で認められた・

Detlovo村（クラスノヤルスクのクルガンニン地域）附近の露頭では・安山岩質凝灰岩の岩脈1・

様体は，デボン紀初期の赤色砂岩を貫露いているのがみられる。

　著者の見解によれば，仮性岩脈は，カタマイ型の噴火で白熱砂群が放出された（裂罐）火道

とマグマの溜との初期連絡路となつていた弱線帯が，砕屑物質で売填きれ形成きれてたもの

である。このような解釈はtu仔一1ava（イグニツブライ．ト）が斑状岩石相層の中で広範域に発

達している事実と一致する。

　仮性岩脈ならびにNeckは破砕帯か裂罐帯等につねに局在している・その数は1km2あたり，

10～100箇と測定されている。

　このように斑岩相層あ火山源歳層の形成には，相互に接近した位置に存在していた多数の小

火道（volcanic　apParatus）が重要な役割を演じている。Zavaritukiiが指摘しているように・

火山活動は，長時間にわたつてある地点に集中して行われたものでなければ，また一定の地帯，

弱線上に局在的に出現したものでもない。火山源成層の堆積生成過程では裂罐型の巨大な火山

機構およびElbrusの成層火山群は，重要であるが，一般的にみて二次的役割を演じている・

　斑岩相層の生成機構に関する上述の概念が正しいものとするならば，噴出の源となるマグマ

の溜が比較的地下浅所一小裂罐と局所破砕帯とが連絡している程度の範囲を意味する一に存

在するものと考えるのがきわめで論理的である。さらに類似のマグマの溜の存在が時間的に制

約されていることも当然推測されよう。すなわちマグマの溜の発生は，地向斜地帯の閉塞過程

　と摺曲基盤の造構構造の形成遇程と一致するようである。
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5．　斑岩相層と関連性のある有用鉱床

　最初に斑岩相層を規定したA』V．Peiveは，一この種の累層に賦存する有用鉱床について述

べていない。V，E．Khainは，いわゆる火山源岩石層の標式的鉱物どして自然硫黄のみをあげ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝ている。

　もちろん，斑岩相層の特徴は，その形成と密接な成因的関連のある一定の鉱床群の存在する

問題を考慮に入れなければ，ある程度完全なものとはいえない。

　まず，第一一には，塩基性組成の杏仁状熔岩と成因的に関連性のある自然銅の鉱床があげら．れ

る。この型の鉱床には，アメリカのGreat　lake地域の有名な鉱床，クラスノヤルスク地方，

Gomon　shorinのある種の鉱床がこれに属する。

　最も興味のある のは，太平洋鉱床地区に広く分布する“bonanza”型の金，銀鉱床があげら

れる。

　さらにいわゆる2次珪化作用と関連性のある鉱床群にも留意すべきである，・N，1，Nakovnik

は，明磐土・紅柱石・葉蝋石・ヂアスボル・鋼玉・蝋石・金・銀ゼ銅・多種金属の多数の鉱床

がカザスタン・ザカルパチヤ・コルデイレルの酸性・中性噴岩と関連性があることを指摘して

いる。Nakovnikによれば，多数の噴火機構のCraterまたはCraterの周辺部分に最も強烈

に出現する噴気孔，硫気孔形成階梯の酸性ガスの活動と上述の鉱床あ生成とが相関関係にあ

る。したがつて2次石英型の鉱床探査の科学的基礎を求めるのには，斑岩相層中の噴出，凝灰

源岩石層の形成機構に関する明確な概念を補足することが必要である。

　さらに時間的砕もまた空間的に鶴．密接に共存して出現する斑岩相層と花嵐石状岩石との会

合関係にも留意すべきである。したがつて鉱床探査にあたつては，鉱床地区の構造が斑岩相層

の造構図式で深定されることを考慮に入れるべきである。

～
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